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軽量鋼矢板賃料算出
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軽量鋼矢板 H=2.0m 1段
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軽量鋼矢板H=2.0　1段

実働日
数

不稼働
係数

工期

PRPφ150

掘削 BH0.35 9.2 ｍ3

軽量鋼矢板設置

建込み H=2.0m 6.0 ｍ

支保設置工 1段 6.0 ｍ

小計

基礎工

砕石基礎 RC-40 1.7 ｍ3

管布設工

PRPφ150 6.0 ｍ

軽量鋼矢板撤去

撤去 H=2.0m 6.0 ｍ

支保撤去工 1段 6.0 ｍ

埋戻 BH0.35 6.1 ｍ3

2.0m　×　21.6kg/m　＝　43.2kg　=0.0432 t/枚

総重量

0.0432 t/枚　×　6.0m　÷　0.333 m/枚 ＝ t

作業工程表・運搬重量

工種 種別 作業量
日当たり作

業量

作業日数
摘要

【運搬重量】

軽量鋼矢板（H=2.0m)一枚あたりの重量

0.8

-4-



軽量鋼矢板H=2.0　1段
工程表

PRPφ150

仮設材賃料計算書

基礎工
砕石

賃  料 不足弁償金
修理費及び

損耗費
合  計

工種 日数

掘削工

軽量鋼矢板建込み
+支保設置

軽量鋼矢板
支保供用日数

使用日数

軽量鋼矢板撤去+
支保撤去

埋戻し工

管布設工

軽量鋼矢板 LSP-3型 日･t 0.8 ｔ 

名      称 規      格 単　位 使用数量 使用日数 単  価

軽量鋼矢板(ｽｸﾗｯﾌﾟ）

軽量鋼矢板(埋殺)

小　計

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段 1 段 

小　計

名     称 規     格 単 位 ﾘｰｽ単価
不足弁償金

（中古）
修理費及び損耗費

(C)×2.75

建設物価
(a)

積算資料
(b)

平均単価
(c)=(a+b)/2

適　用

合　計

仮設材単価

軽量鋼矢板 LSP-3型
日･t

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段
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軽量鋼矢板 H=2.5m 1段
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軽量鋼矢板H=2.5　1段

実働日
数

不稼働
係数

工期

PRPφ150

掘削 BH0.35 5.9 ｍ3

軽量鋼矢板設置

建込み H=2.5m 3.5 ｍ

支保設置工 1段 3.5 ｍ

小計

基礎工

砕石基礎 RC-40 0.9 ｍ3

管布設工

PRPφ150 3.5 ｍ

軽量鋼矢板撤去

撤去 H=2.5m 3.5 ｍ

支保撤去工 1段 3.5 ｍ

埋戻 BH0.35 3.9 ｍ3

2.5m　×　21.6kg/m　＝　54.0kg　=0.054 t/枚  

総重量

0.054 t/枚　×　3.5m　÷　0.333 m/枚 ＝ t

軽量鋼矢板（H=2.0m)一枚あたりの重量

0.6

【運搬重量】

作業工程表・運搬重量

工種 種別 作業量
日当たり作

業量

作業日数
摘要
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軽量鋼矢板H=2.5　1段
工程表

PRPφ150

仮設材賃料計算書

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段

軽量鋼矢板 LSP-3型
日･t

建設物価
(a)

積算資料
(b)

平均単価
(c)=(a+b)/2

適　用名     称 規     格 単 位 ﾘｰｽ単価
不足弁償金

（中古）
修理費及び損耗費

(C)×2.75

仮設材単価

合　計

小　計

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段 1 段 

小　計

軽量鋼矢板(ｽｸﾗｯﾌﾟ）

軽量鋼矢板(埋殺)

賃  料 不足弁償金
修理費及び

損耗費
合  計名      称 規      格 単　位 使用数量 使用日数 単  価

軽量鋼矢板 LSP-3型 日･t 0.6 ｔ 

使用日数

軽量鋼矢板
支保供用日数

埋戻し工

軽量鋼矢板撤去+
支保撤去

管布設工

基礎工
砕石

軽量鋼矢板建込み
+支保設置

工種 日数

掘削工
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軽量鋼矢板 H=4.0m 2段
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軽量鋼矢板H=4.00　2段

軽量鋼矢板H=4.00ｍの供用日数は、以下の通りとする。

不稼働係数1.7×

＝

2号人号掘削

2 × 2 × 3.32 ＝ m3

埋戻し控除

1.36 × 1.36 × 0.15 ＝ m3

1.36 ＾2 × 3.14 / 4 × 2.83 ＝ m3

1.14 ＾2 × 3.14 / 4 × 0.25 ＝ m3

埋戻し土量

- ( + + ) ＝ m3

　【運搬重量】

軽量鋼矢板（H=4.0m)一枚あたりの重量

4.0 ｍ × 21.6 kg/m ＝ 86.4 kg ＝ t/枚

総重量

8.0 ｍ ÷ 0.333 m/枚 × 0.0864 t/枚 ＝ t

人孔設置 箇所

2
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仮設材賃料計算書

仮設材単価

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段

軽量鋼矢板 LSP-3型
日･t

建設物価
(a)

積算資料
(b)

名     称 規     格 単 位 ﾘｰｽ単価
不足弁償金

（中古）
修理費及び損耗費

(C)×2.75

合　計

平均単価
(c)=(a+b)/2

適　用

小　計

支保材(アルミギア式ジャッキ内臓
一体型支保工材） 日･段 2 段 

小　計

軽量鋼矢板(ｽｸﾗｯﾌﾟ）

軽量鋼矢板(埋殺)

単　位 使用数量 使用日数 単  価

軽量鋼矢板 LSP-3型 日･t 2.1 ｔ 

賃  料 不足弁償金
修理費及び

損耗費
合  計名      称 規      格
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交 通 誘 導 員 算 出
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交通誘導員の算出

交通誘導員数 A(2人)

備考

上層路盤工 t=21cm　B<1.4 M-30 m2 3

レジンマンホール設置 2号レジンマンホール 箇所 1

区画線工 白色・実践 m 3.2

表層工 t=3cm　B<1.4 m2 3

工種 種別

①

単位

② ③

日当り 施行 施行

施工量 数量 日数

（②/①）

管渠布設PRPφ150

掘削 BH0.35m3 m3 15

下層路盤工 t=14cm　B<1.4 RC-40 m2 3

埋戻し BH0.35m3　土砂 m3 8

砕石基礎 BH0.35m3 m3 3

埋戻し BH0.35m3　RC-40 m3 2

管布設 PRPφ150 m 8.6

管渠布設VPφ75

表層工 t=5cm　B<1.4 m2 3

舗装版取壊し t=10cm　BH0.35m3

砂基礎 BH0.35m3 m3

埋戻し BH0.35m3　土砂 m3 32

掘削

舗装版切断 15cm以下 m

管布設 VPφ75 m 159.3

上層路盤工 t=21cm　B<1.4 RC-40 m2 5

94

上層路盤工 t=21cm　B<1.4 RC-40 m2 130

土留・支保工 H=4.0 2段 設置・撤去 式 1

レジンマンホール設置 1号レジンマンホール

埋戻し

舗装版取壊し

箇所 1

BH0.35m3 m3 13

m3

t=4cm　BH0.35m3 m2 136

BH0.35m3

BH0.35m3　RC-40 m3 8

t=3cm　B<1.4 m2

舗装版切断 15cm以下 m 4

付帯工

土留・支保工 H=2.0 1段 設置・撤去 式 1

舗装版切断 15cm以下 m 19

m2 3

土留・支保工

1号レジン

136

32

上層路盤工 t=15cm　B<1.4 M-30

m2 3

表層工 t=3cm　B<1.4 m2 5

舗装版取壊し t=4cm　BH0.35m3 m2 5

H=2.5 1段 設置・撤去 式 1

掘削

321

2号レジン

表層工

舗装版取壊し t=4cm　BH0.35m3 m2 4

B(1人)

小計
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